
 

５ 令和７年度 学校評価実施報告書 
 
次のとおり学校内評価を実施しましたので報告します。 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒が自ら学び

続け、自己実現を

可能にする確かな

学力と探究力を育

成する。 

②幅広い教養とグ

ローバルな視点を

基盤とした課題発

見・解決能力や、

自分が生きる未来

を考える力を育成

する。 

①全ての教科で

探究的な学びの

機会を設定し、

生徒が探究の手

順を繰り返し経

験できるように

する。 

②全ての生徒に

対し、学習機会

の多様化を考慮

した校内環境の

整備を行う。 

①(1)問いの設定

(2)見通し(3)対

話協働(4)振り返

り 

 これら一連の

学習経験を単元

等のまとまりで

行うとともに、

事前に提示した

評価基準で教員

からフィードバ

ックを行う。 

②県の指針に沿

った多様な学習

ニーズに応じた

対応に関して校

内規定の策定を

進める。 

①各教科の実践状

況 

・第 1回、第 2回

の生徒による授業

評価の比較。 

・ルーブリック等

の教員側の評価に

よる達成状況の把

握。 

②校内規定の文書

化と対応生徒の進

級状況を検討す

る。 

①各教科でより能力を伸ばしや

すいテーマを選択し取り組ん

だ。また、生徒による振り返り

活動(リフレクション)の充実を

促進することとした。 第１

回、第２回の生徒による授業評

価を踏まえ、結果の振り返りを

各教科で行い、科目による特徴

や改善点を分析した。 

②多様な学習ニーズに応じた生

徒対応を行った。これまでの対

応を蓄積することで校内規定の

策定に繋げたい。 

①研究授業等、イベン

ト的な取り組みではテ

ーマを意識した授業展

開がみられるが、日ご

ろの各教科における実

践とその成果をみとる

方法の確立が不十分で

ある。各教科における

「科学的思考力」の共

通理解を深め、その評

価方法について検討を

する必要がある。 

②担任負担によるとこ

ろが多い。異動に伴う

ノウハウのブラッシュ

アップを望む。 

①今後も、各教科における

「科学的思考力」の共通理

解を深め、その評価方法に

ついて改善を図っていって

いただきたい。また、「教

科横断的」な思考が培われ

るようなことも検討してい

ただきたい。 

探究学習に関しては、外部

へのチャレンジや外部との

交流を進めてはどうか。 

①各教科でテーマを

決め取り組むことが

できた。生徒による

授業評価の結果の振

り返りを各教科で行

った。科目による特

徴や改善点を分析に

つなげることができ

た。生徒によるリフ

レクションの充実を

促進した。 

②多様な学習ニーズ

に応じた生徒対応を

行うことができた。

様々な場面での対応

を蓄積し、今後に繋

げた。 

①各教科における

「科学的思考力」

の共通理解を深

め、その評価方法

について検討を継

続する。それぞれ

の教科での実践と

評価方法の共有を

図り、より充実し

た評価方法の検討

を促進する。 

②今までの多様な

学習ニーズに応じ

た生徒対応の蓄積

を校内規定として

整理する。 

２ 
生徒指導 

・支援 

①全ての教育活動

において、生徒一

人ひとりの意思決

定を尊重し、自分

も他者も等しく大

切にできる力や人

をつなげる場を作

り出す力を育成す

る。 

②組織的な生徒支

援を充実させ、生

徒一人ひとりが安

心して挑戦できる

環境づくりをす

る。 

①学校行事等、

生徒が主体的に

取り組む企画運

営に対して互い

に他者尊重に基

づく言動をと

り、規範意識を

高めることがで

きるようにす

る。 

②生徒支援を行

う環境作り、共

有認識を持ち、

全職員で支援が

できる体制作り

を行う。 

①学校行事を通

し、他者尊重に

基づいた言動を

とり、規範意識

を高めさせるよ

うな場を多く設

定する。 

②職員研修を行

うとともに、生

徒 の 理 解 に 努

め、生徒支援が

できる環境づく

りを進める。 

①緑高祭、体育祭

後のアンケート実

施。 

・他者尊重に基づ

いた言動をとるこ

とができた生徒の

割合。 

②研修の実施状況 

 支援体制の様子 

 学年の情報共有  

①緑高祭、体育祭実施後のアン

ケートでは「準備期間から当日

までを振り返って、自分たちが

楽しむだけではなく周りに気遣

いをすることができました

か。」の質問に対しそれぞれ

97.5％の生徒が「とてもでき

た」「できた」と回答した。 

②支援体制としてコア会議を設

立し、学年での情報共有を教育

相談の担当まで内容が共有でき

るように体制作りを行った。 

①３月には合唱コンク

ールが控えており、引

き続き他者尊重に基づ

いた言動をとり、規範

意識を高めさせるよう

な場を多く設定した

い。 

②職員研修では、様々

な生徒の対応について

教職員が意識できるよ

う行えるようにした

い。本年度の体制をさ

らに連絡系統などを行

いやすくできるように

整備を続けていきた

い。 

①緑高祭、体育祭について

は、地域連携を含め多くの

人が楽しめるような企画立

案、運営などの力を養う場

として、生徒の成長を期す

るものとしてほしい。 

学校行事の運営に際して、

規範意識と同時に他者尊重

を促し、実現できていると

の自己評価は意識の高さが

すばらしい。 

②させる、やらせる生徒指

導だけでなく、支える、支

援する観点での指導を組織

として、構築していっても

らいたい。 

①緑高祭、体育祭、

合唱祭実施後のアン

ケートにおいて、

「自分が楽しむだけ

ではなく周囲に配慮

できたか」の項目で

９割以上ができたと

回答した。また、合

唱祭では、「周囲か

らの気遣いを感じた

か」の項目でも９割

以上が感じたと回答

した。 

②支援体制としてコ

ア会議を設立し、学

年での情報共有を確

実に行うことができ

た。迅速に教育相談

の担当まで内容が共

有できるように体制

作りを構築すること

ができた。 

 

 

①学校行事を通し

て、他者尊重に基

づいた言動をと

り、規範意識を高

めさせるような場

を多く設定する。 

②支援体制の強化

を図るため、情報

共有を進め、学年

の職員が同じ対応

ができる状況をよ

り強化する。他の

学年の職員へ情報

共有する体制の強

化につなげる。職

員研修を効果的に

行い、学校全体で

の支援体制を確立

する。 



 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 

・支援 

①生徒が自身の生

き方や社会のこれ

からを考える契機

となる学びの機会

を設定し、主体的

に目標・見通しを

たてることを支援

する。 

②生徒が自ら選ん

だ進路の実現に向

けて、あきらめず

に自己効力感をも

って取り組めるよ

うに連携して支援

する。 

②３カ年を見通

してキャリアガ

イダンス・個別

面談を体系化す

る。また、情報

提供をこまめに

行い、保護者が

生徒の意思決定

を見守り、サポ

ートできる体制

を強化する。 

②キャリアガイ

ダンスや実力テ

ス ト に 合 わ せ

て、個別面談を

実 施 す る 。 目

的・内容を具体

化し、生徒が主

体的に高い目標

を持ち、進路実

現を目指すデー

タを提供する。

また、保護者向

け進路説明会で

情報共有し、サ

ポートを支援す

る。 

②個別面談の状況 

・回数 

・進路実現を目指

すデータの提供状

況 

保護者向け進路説

明会 

・参加人数 

・進路実現につな

がるデータの提供

状況 

②３年保護者向け進路説明会を

５月に実施し、一つ上の令和６

年度卒業生の進路状況の詳細を

説明した。特に合格率・第一志

望進路実現率、欠席・遅刻数と

合格率との関連など、校内デー

タを活用して説得力のある情報

を提供した。参加人数は１６２

名であった。３年生への個別面

談は模試の返却・キャリアガイ

ダンス後も含めて、随時、各担

任を通じて実施した。 

②現１年、新入生の保

護者説明会の時期を、

収容できる空間・時間

の制約を考慮して検討

する。塾・予備校に通

っていない生徒が安心

して進路実現に向けて

学べる進路支援を実行

する。学年が進んでも

進路志望があいまいな

生徒に向けての進路支

援の方策が課題であ

る。 

①社会的自立・職業的自立

に向けた進路指導を展開し

ていっていただきたい。そ

のためにも１年次からの進

路指導に向けてのガイダン

ス機能の充実を、保護者も

巻き込んで、図っていって

いただきたい。 

②従来から３年間を通した

キャリアガイダンスを実施

してきており、内容的にも

大変評価できる取組であ

る。 

探究的な学びの成果を進路

実現につなげてもらいた

い。 

①個別面談等を通し

て、生徒が将来を見

据えた進路実現に向

けてじっくり考える

機会を多く取り入れ

た。 

②３年保護者向け進

路説明会を５月に実

施し、多くの保護者

の出席があった。合

格率・第一志望進路

実現率、欠席・遅刻

数と合格率との関連

など、校内データを

活用した説明を行

い、保護者が求めて

いる情報を提供する

ことができた。 

３年生への個別面談

を定期的・効果的に

各担任が実施した。 

①生徒が今後の生

き方等を考え、進

路選択をする契機

となる学びの機会

をより多く設定す

る。 

②３学年の保護者

対象の説明会を継

続して実施し、保

護者が求めている

情報をよりわかり

やすく提供できる

ように取り組む。 

２学年、１学年の

保護者に対しても

必要な情報提供を

行う機会の検討を

継続する。 

生徒に対する支援

をどの職員も確実

に行える体制の強

化をより進めてい

く。 

４ 
地域等と

の協働 

①地域や家庭と協

働し、信頼される

学校づくりを推進

する。 

②外部機関や後援

組織との連携を深

め、学校教育の支

援体制を充実さ

せ、社会に貢献で

きる人づくりを目

指す。 

①本校の教育活

動の様子を発信

し、地域や保護

者 の 理 解 を 得

る。また、緑高

セミナーや地域

の行事への参加

等により連携を

深める。 

②外部機関との

交流を深め、生

徒の充実した学

習活動の機会を

提供する。 

①本校ホームペ

ージで情報発信

を行う。また、

地域の行事に希

望生徒や教科、

部活動単位で参

加し、社会との

つながりを考え

る機会とする。 

②SSH 事業に関わ

る新たに関わっ

ていただく団体

を増やし、活動

の幅を広げる。 

①情報発信 

・更新頻度 

地域行事への参加 

・参加生徒数 

・地域の方のご意

見 

・生徒の振り返り

内容 

②連携企業・団体

の数や連携企業・

団体へ訪問した生

徒数 

①ホームページの構造図を作成

し、各ページの担当部署を明確

にすることで情報の更新が滞ら

ないように意識づけを進めた。

また、保護者へ伝えたい事項に

ついては昨年度に引き続き、プ

リント配付と同日にマチコミメ

ールの配信を行った。 

地域の秋祭りに計画段階からか

かわり、交流を深めた。 

②地域交流イベントの企画・運

営までを生徒のみで行い、市域

の人とのつながりが強くなった

と感じる生徒が出始めた。また

県内２社のラボ見学や学会の見

学等新たな取組みを実施でき

た。 

①ホームページについ

て。更新が滞っている

ページについては定期

的に声をかけ、更新を

促す必要がある。 

地域の祭りについて

は、担当者と密に連絡

を取り安全対策や本校

生徒が参加しやすい日

程の相談をし、今年度

は 30名ほどの生徒が参

加することができた。

引き続き連携しやすい

関係づくりをしてい

く。 

②地域交流企画は、ま

だ SSH 生徒推進委員会

の生徒たちしか参加し

ておらず、学校内でよ

り多くの生徒に参加し

てもらう工夫を要す

る。 

外部連携団体について

継続的に協力いただけ

るような体制をつく

る。 

①ホームページ等の更新を

含め、よく取り組まれてい

る。地域交流イベントの企

画・運営までを生徒主体で

行っていることも評価でき

る。今後も継続して取り組

んでいっていただきたい。 

②「地域」を広く捉え、SSH

やその他探究的な取組みを

さらに充実させていってほ

しい。地域を代表する学校

として今どんなことに力を

入れているのかといった情

報発信を積極的に行ってい

ただきたい。 

地域にとって若い力はとて

も大切。高校生の参画によ

って大人も動かされること

がある。 

①ホームページに掲

載されている情報の

管理を徹底して行

い、必要な情報を迅

速に提供できる体制

を構築した。 

必要な情報の提供や

古くなった情報の更

新等をこまめに行

い、ホームページ全

体を整理することが

できた。 

保護者に対してもマ

チコミメール等を活

用し、必要な情報を

迅速に伝えることが

できた。 

②前年度よりも地域

の行事への参加を増

やし、生徒が地域の

方と交流する機会を

多く設定することが

できた。 

①ホームページで

提供している情報

の管理を進め、学

校から提供したい

内容や必要とされ

る内容の精査を進

め、より充実した

情報提供の手段と

なるように取り組

んでいく。 

保護者への情報提

供は、今後すぐー

るを活用すること

により、より迅速

に提供できる体制

を確実に構築す

る。 

②地域との交流す

る機会を増やし、

より多くの生徒が

参加し、交流を行

う状況となるよう

に継続して検討を

行う。 

外部連携団体との

協力体制の強化を

進める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 

学校運営 

①学校目標の達成

に向けて、学校運

営に全職員が主体

的に参画するとと

もに、安心安全で

信頼される学校づ

くりに引き続き注

力する。 

②職員一人ひとり

の Well-Beingを大

切にした働き方の

実現を目指す。 

②オフィス改善

を行い、安心で

働きやすい環境

を実現する。 

② 全職員のオフ

ィス改善への理

解を深め、新し

い環境での最適

な働き方を検討

する。 

②・オフィス改善

の達成状況 

・新しい環境への

適応状況 

②オフィス改善を通して、場所

や空間を生み出すことができ、

教員間の相談や生徒との相談の

場所が増えた。また、これまで

の物品の管理も整理することが

できた。 

②これまでに使ってい

た物品やまだ整理でき

ていない場所もあるの

で、今後、意見を募り

ながらより良い環境作

りに努めていく。 

①職員がそれぞれの強みを

発揮して、やりがいをもっ

て教育活動が行えるよう学

校運営を充実させてほし

い。 

②教員間の相談や生徒との

語らいの場が増えること

は、良いことなので今後も

続けていただきたい。 

①学校目標の達成に

向けて、グループ業

務を通して、学校運

営に全職員が参画し

た。 

②オフィス改善を行

い、職員室を整理

し、職員の共用スペ

ースの確保を行うこ

とができた。 

使用しやすい机配置

等により、年度末の

職員の座席移動につ

いてもよりスムーズ

に行うことができ

た。 

①学校目標の達成

に向けた体制の強

化をより進めてい

く必要がある。 

②職員室の共用ス

ペースの確保等に

より、他の場所に

移動したものがあ

る。よりよい職場

環境となるように

検討を継続して行

う必要がある。 

 

 

 


